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薬用植物「甘草（カンゾウ）」の国内量産技術の確立について 

～ 第16改日本薬局方基準を満たす甘草の量産へ～ 

       三菱樹脂株式会社    

 

三菱樹脂株式会社（本社：東京都千代田区、社長：姥貝 卓美）および株式会社グリーンイノベ 

ーション（本社：東京都港区、社長：原 泉）は、2009 年より甘草の国内栽培技術の共同開発を進

めておりますが、今般、両社が開発した技術により、第 16改正日本薬局方基準が定めたグリチルリ

チン酸含量 2.5％以上を満たす、医薬品原材料として使用可能な、国内での甘草の量産化に一定

の目途がたちましたのでお知らせいたします。 

 

  薬用植物（薬草）は、甘草、シャクヤク、ウコン、桂皮などを中心に、主として、漢方薬や食品、健

康食品、化粧品などの幅広い分野で原材料として利用されています。一方で、甘草などの薬草の

生産国では、野生品の乱獲が問題となり、薬用植物資源保護の観点から採取制限が実施される動

きがあるため、消費国においては薬草の安定確保が大きな課題となってきています。中でも、漢方

薬の約７割に使用されている甘草は、その殆どが野生品であり、かつ、すべてを海外からの輸入に

頼っていることから、国内での栽培が急務となってきていますが、原産地との気候風土の違いや、

栽培技術が未だ確立されていないことから、国内での人工栽培は難しいとされていました。 

 

このような状況の中、両社は以下の 3項目を目標として開発を進めてきました。 

１）畑作に適した甘草苗の生産条件の確立 

・人工光閉鎖型苗生産設備での甘草苗生産最適条件の確立 

２）畑作での甘草栽培技術の確立 

・全国各地での実証栽培を通じての栽培適地の見極めと、定植前作業、施肥条件、複数年にわ

たる栽培管理技術、収穫作業の機械化、収穫物の切断・乾燥技術などの確立 

３）優良株の選抜と増殖技術の確立 

・実証栽培の中で選抜された優良株、病気に強い株などを、人工光閉鎖型苗生産設備の養生

機能（人工的に高湿度を保たれた空間で、効率的な養生を行う機能）を活用して大量増殖させ

る方法や、増殖株による再選抜の繰り返し 

 



今回、足かけ 6年におよぶ様々な試験栽培と、全国各地（北海道～沖縄までの 30数か所）での

実証栽培の結果、目標の上記 3項目を確立することができました。実績として、2014年秋の収穫物

に関しては、第 16改正日本薬局方基準（グリチルリチン酸含量 2.5％以上）を満たす、収穫物全体

の平均含量で 2.8％を達成し、医薬品原材料として国産甘草が利用できる可能性を示しました。 

定植の機械化など、未解決の問題はあるものの、最大の課題であるグリチルリチン酸含有量の

富化に目途がたったことにより、今後の全国ベースでの栽培拡大による量産化が期待されるところ

です。 

今後の国内での栽培が順調に進展して行けば、現在、調達のほとんどすべてを海外に依存して

いる生薬甘草の一部を国産甘草で代替できる可能性が開けると同時に、食品添加物・健康食品・

化粧品等々においても、原材料として国産甘草が使われる機会が増えて行くものと思われます。 

 

今回の成果をもとに、両社は日本国内の自給率を高めるための定植地拡大を、国および地方自

治体に積極的に働きかけるとともに、日本国内での量産化に向けたビジネスモデルの構築を進め

てまいります。 

 

＜ご参考：株式会社グリーンイノベーションの概要＞ 

 本    社：東京都港区麻布台３－１－５ 日ノ樹ビル４０１号 

 代 表 者：代表取締役社長 原 泉 

 資 本 金：２４２百万円 

 主な事業：薬用植物の栽培・加工・販売及びその関連事業 

 

＜写真＞ 

        

     人工光閉鎖型苗生産設備                  甘草の圃場 

 

 

本件に関するお問合せ先 

（株）三菱ケミカルホールディングス 広報・IR室 

電話：03-6748-7140 

 


